
１ 
 〈

会
話
文
の
見
つ
け
方
〉 

 

①
会
話
に
入
る
直
前
の
言
い
方
を
探
す
。 

 
 

 

（
例
）
「
○
○
（
が
）
言
ふ
や
う
」 

「
○
○
（
が
）
申
す
や
う
」 

「
○
○
い
は
く
」 

 
 

 

②
会
話
の
終
わ
り
を
示
す
言
い
方
を
探
す
。 

 
 

 

（
例
）
「
～
と
（
言
ふ
・
答
ふ
・
問
ふ
・
尋
ぬ
・
申
す
）
」 

「
～
と
て
」 

  

２ 
 

１ 

会
話
の
終
わ
り
を
示
す
言
い
方
の
「
～
と
」
に
着
目
す
る
。 

 

２ 

「
あ
る
翁
」
の
答
え
は
「
人
を
み
る
に
は
～
あ
し
き
と
心
得
た
ま
へ
」
で
あ
る
。 

こ
の
内
容
を
も
と
に
考
え
る
。 

 
 

 

３ 
 

 
 

３ 

主
語
な
の
で
、
「
何
が
あ
る
の
か
」
「
だ
れ
が
見
た
の
か
」
「
だ
れ
が
座
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
よ
い
。 

  

４ 
 

２ 

古
文
で
は
、
動
詞
を
二
つ
重
ね
る
の
は
、
そ
れ
に
熱
中
す
る
様
子
を
表
す
と
き
に
使
う
。 

 

３ 

「
映
る
」
と
は
、
水
面
や
鏡
な
ど
を
明
る
く
照
ら
す
こ
と
。 

 

４ 

「
さ
や
う
な
る
を
り
」
は
、
「
そ
の
よ
う
な
と
き
」
と
い
う
意
味
。 

指
示
語
の
内
容
は
直
前
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

      

 
 
 
 

古
文 

ヒ
ン
ト
プ
リ
ン
ト 
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